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宍戸　大牙くん

利之さん・加奈子さん
4月19日生　青1区

（たいが）

阿部　芭奈ちゃん

博之さん・亜紀さん
4月4日生　温4区

（はな）

出村　颯汰くん

将哉さん・絵里さん
4月17日生　虻5区

（そうた）

高木　双葉ちゃん

馨太さん・静恵さん
4月3日生　入1区

（ふたば）

原口　紗奈ちゃん

学さん・弓華さん
4月7日生　温4区

（さな）

平尾　　朱ちゃん

亮さん・貴由枝さん
4月2日生　虻5区

（あや）

こ

んに
ちは赤ちゃん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？
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国
民
保
護
と
は

国
か
ら
の
武
力
攻
撃
や
大
規
模

テ
ロ
な
ど
か
ら
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
万
が
一
こ
う
し
た
事
態

が
発
生
し
た
場
合
、
政
府
が
策
定
す

る
基
本
的
な
方
針
に
基
づ
き
、
国
や

都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
か
連
携
協

力
し
て
、
住
民
の
避
難
や
救
援
、
武

力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
な
ど
の
国
民

保
護
措
置
を
実
施
し
ま
す
。
洞
爺
湖

町
は
、平
成
19
年
６
月
に「
洞
爺
湖
町

国
民
保
護
計
画
」を
作
成
し
ま
し
た
。

計
画
の
対
象
と

す
る
事
態

１
　
武
力
攻
撃
事
態

①
着
上
陸
侵
攻

②
ゲ
リ
ラ
や
特
殊
部
隊
に
よ
る
攻
撃

③
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
攻
撃

④
航
空
攻
撃

２
　
緊
急
対
処
事
態

①
危
険
物
資
を
有
す
る
施
設
等
に
対

す
る
攻
撃

②
大
規
模
集
客
施
設
等
へ
の
攻
撃

③
大
量
殺
傷
物
質
に
よ
る
攻
撃

④
航
空
機
等
の
交
通

機
関
を
破
壊
手
段
と

し
た
攻
撃

警
報
が発

令
さ
れ
た
ら

住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
武
力

攻
撃
や
テ
ロ
な
ど
が
迫
り
又
は
発
生

し
た
地
域
に
は
、
町
か
ら
防
災
行
政

無
線
、
消
防
サ
イ
レ
ン
、
広
報
車
な

ど
で
警
報
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

１
　
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
直

ち
に
と
る
行
動

①
屋
内
に
い
る
場
合

・
ド
ア
や
窓
を
全
部
閉
め
ま
し
ょ

う
。

・
ガ
ス
、
水
道
、
換
気
扇
を
止
め
ま

し
ょ
う
。

・
ド
ア
、
壁
、
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
離
れ

て
座
り
ま
し
ょ
う
。

②
屋
外
に
い
る
場
合

・
近
隣
の
堅
牢
な
建
物
や
屋
内
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
家
用
車
な
ど
を
運
転
し
て
い

る
方
は
、
で
き
る
限
り
道
路
外
の
場

所
に
車
両
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
や

む
を
得
ず
道
路
に
置
い
て
避
難
す
る

と
き
は
、
道
路
の
左
側
端
に
沿
っ
て

キ
ー
を
付
け
た
ま
ま
駐
車
す
る
な
ど

緊
急
通
行
車
両
の
通
行
の
妨
害
と
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
落
ち
着
い
て
情
報
収
集
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

・
警
報
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
る
各
種

情
報
に
耳
を
傾
け
、
情
報
収
集
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
指
示
が

出
さ
れ
た
ら

避
難
の
指
示
に
基
づ
き
、
自
宅
か

ら
避
難
所
へ
避
難
す
る
場
合
に
は
、

次
の
こ
と
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ガ
ス
の
元
栓
を
締
め
、
コ
ン
セ
ン

ト
を
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
頑
丈
な
靴
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
袖
シ

ャ
ツ
、
帽
子
な
ど
を
着
用
し
、
非
常

持
ち
出
し
品
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

・
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
を
携
行

し
ま
し
ょ
う
。（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
家
の
戸
締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
近
所
の
人
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
の
経
路
や
手
段
な
ど
に
つ
い

て
、
町
か
ら
の
指
示
に
し
た
が
い
適

切
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
の
備
え

１
　
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

地
震
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
日
頃

か
ら
の
備
え
と
し
て
、
避
難
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
持
ち
出
す
非

常
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
品
が
、
武
力

攻
撃
や
テ
ロ
な
ど
が
発
生
し
避
難
に

お
い
て
も
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。
家

族
全
員
で
備
え
ま
し
ょ
う
。

救
　
援

町
は
、
道
な
ど
の
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
、
収
容
施
設
の
設
置
、
食

料
・
飲
料
水
の
提
供
な
ど
の
救
援
活

動
を
行
い
ま
す
。

武
力
攻
撃

災
害
へ
の
対
処

町
は
、国
や
道
な
ど
と
協
力
し
て
、

武
力
攻
撃
に
伴
う
被
害
を
で
き
る
だ

け
小
さ
く
す
る
た
め
に
、
必
要
な
措

置
を
行
い
ま
す
。

①
生
活
関
連
等
施
設
（
鉄
道
施
設
な

ど
）
の
安
全
の
確
保
な
ど
を
行
い
ま

す
。

②
危
険
物
な
ど
の
取
扱
所
で
の
製
造

等
の
禁
止
、制
限
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③
警
戒
区
域
の
設
定
や
区
域
内
へ
の

立
入
制
限
及
び
退
去
命
令
を
行
い
ま

す
。

④
消
火
、
救
急
及
び
救
助
の
活
動
を

行
い
ま
す
。

洞
爺
湖
町
国
民
保
護
計
画
の
詳
細

は
、
洞
爺
湖
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は

役
場
窓
口
で
ご
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先
　
企
画
防
災
課
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参議院議員選挙の
投票日が変更になりました

　
　
回
の
回
覧
で
参
議
院
議
員
選
挙

　
　
の
投
票
日
を「
７
月
22
日（
日
）」

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
国
会
の

会
期
が
延
長
さ
れ
た
た
め
公
職
選
挙

法
に
基
づ
き
投
票
日
も
一
週
間
延
期

さ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
で
き
る
人
は
、
昭
和
62
年
７

月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平

成
19
年
４
月
11
日
ま
で
に
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
投
票
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
に

よ
り
、
投
票
で
き
な
い
方
は
次
の
期

間
に
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

■
期
　
間
　
７
月
13
日
〜
７
月
28
日

〈
虻
田
地
区
〉

■
時
　
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　
　
　
　
　
８
時

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
ロ
ビ
ー

〈
洞
爺
地
区
〉

■
時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
　
所
　
洞
爺
総
合
支
所
会
議
室

　
投
票
所
を
お
知
ら
せ
す
る
「
投
票

入
場
券
」
の
は
が
き
は
、
７
月
12
日

か
ら
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
も
し
、

お
手
元
に
届
か
な
か
っ
た
り
、
ご
不

明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
は
が
き
を
紛
失
さ

れ
て
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
日
当
日
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

●
転
入
し
た
人
　
平
成
19
年
４
月
11

日
ま
で
に
転
入
し
た
人
は
、
洞
爺
湖

町
で
投
票
で
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成

19
年
４
月
12
日
以
降
に
転
入
し
た
人

は
、
前
住
所
地
で
投
票
と
な
り
ま
す
。

●
最
近
転
出
し
た
人
　
平
成
19
年
３

月
30
日
以
前
に
転
出
し
た
人
は
、
新

住
所
地
で
投
票
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

４
月
12
日
以
降
に
転
出
し
た
人
は
、

洞
爺
湖
町
で
投
票
と
な
り
ま
す
。

●
最
近
町
内
で
住
所
を
移
し
た
人
　

平
成
19
年
７
月
５
日
ま
で
に
新
住
所

に
異
動
届
出
を
し
た
人
は
、
新
住
所

の
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
開
票
日
時
　
７
月
29
日
（
日
）
　

　
　
　
　
　
　
午
後
８
時
か
ら

●
開
票
場
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
３
階

　
　
　
　
　
　
防
災
研
修
ホ
ー
ル

　
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
入
所
さ

れ
て
い
る
方
や
旅
行
な
ど
で
町
外
に

滞
在
し
て
い
る
方
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4

前

投
票
箱

【
投
票
で
き
る
人
】

【
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
】

【
投
票
入
場
券
に
つ
い
て
】

【
開
票
に
つ
い
て
】

【
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
】

【
転
入
、
転
出
、
町
内
で

　
　
　
　
　
　
異
動
し
た
人
】

問合せ先

■ 洞爺湖町選挙管理委員会

・本庁舎内

■ 洞爺湖町選挙管理委員会洞爺支所

・洞爺総合支所内

☎74-3000

☎82-5111
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参議院選挙から
投票所及び
投票時間
が変わります

参議院選挙から
投票所及び
投票時間
が変わります

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
開
票

　
　
結
果
の
早
期
公
表
や
現
状
の
生

活
区
域
に
合
わ
せ
て
、
投
票
の
利
便

性
を
向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
町
の
行
財

政
改
革
に
伴
う
経
費
節
減
を
図
る
た

め
、
投
票
所
の
統
合
及
び
分
割
と
投

票
時
間
の
繰
り
上
げ
を
行
い
ま
す
。

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
下
記
の
表
の
と
お
り
で

す
。 町

投票場所と投票時間

投票区名

第1投票区 洞爺湖町役場 虻田5区、青葉1区・2区

虻田1区・2区・3区・4区、清水区

虻田6区、かっこう台区、入江4区

花和、成香

香川、大原、富丘

虻田7区・8区、入江1区・3区、
泉の一部（西山火口より本町側の区域）

洞爺湖温泉1区～8区、月浦、
泉の一部（西山火口より温泉側の区域）

洞爺第1～6、緑沢、美沢東、美沢西、
曙、洞仁会（※洞爺町・旭浦地区）
財田、川東、岩屋

虻田ふれ合い
センター

あぶたコミュ
ニティセンター

母と子の館

旧火山科学館
向い駐車場

洞爺総合
センター

なるか愛郷
の家

農業研修セン
ターとれた

第2投票区

午前7時00分

午後7時00分
〜

〜

午前7時00分

午後6時00分

第3投票区

第4投票区

第5投票区

第6投票区

第7投票区

第8投票区

投票場所 投票時間投票区の区域

※
投
票
開
始
及
び
終
了
1
時
間
前
に
サ
イ
レ
ン
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
太
い
文
字
が
変
更
と
な
る
箇
所
で
す
。

※
第
5
投
票
区
の
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
全
道
大
会
に
よ
り
使
用
で

　
き
な
い
た
め「
旧
火
山
科
学
館
向
い
駐
車
場
」に
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。



を
楽
し
む
人
々
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
が
、
冬
期
間
は
午
後
３
時

過
ぎ
か
ら
午
前
10
時
頃
ま
で
暗
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
自
体
の
開
催
期
間
は
３

日
間
で
す
が
、
Ｇ
８
首
脳
会
議
の
他

に
、
各
国
の
２
国
間
会
談
や
新
興
諸

国
（
中
国
・
イ
ン
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
な

ど
）
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
（
エ
ジ
プ

ト
・
南
ア
フ
リ
カ
・
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

な
ど
）
な
ど
も
参
加
し
て
の
会
議
が

開
か
れ
ま
し
た
。主
要
な
テ
ー
マ
は
、

投
資
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技
術
革

新
・
経
営
革
新
）
、
持
続
可
能
な
発

展
な
ど
で
、
特
に
ア
フ
リ
カ
に
つ
い

て
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
企
業
統
治
）、

安
定
的
な
投
資
、
安
全
保
障
な
ど
に

つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
安
倍
首
相
が
、
環
境

問
題
を
重
点
に
発
言
を
行
い
、
ア
メ

リ
カ
と
の
協
議
の
中
で
は
Ｃ
Ｏ
２
削

減
に
向
け
た
取
組
み
に
成
果
を
上
げ

ま
し
た
。
来
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
開
催
で
は
、
こ
の
環
境
問
題

が
主
要
議
題
に
位
置
づ
け
さ
れ
、
更

な
る
前
進
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。重

要
な
会
談
の
会
場
と
な
る
周
辺

は
幾
重
も
の
厳
重
な
警
戒
体
制
が
ひ

6

外
務
省
か
ら
の
来
年
度
開
催
に
向

け
た
研
修
と
し
て
お
誘
い
を
受

け
、
道
職
員
２
名
（
大
脇
・
櫻
井
主

査
）
と
共
に
６
月
２
日
か
ら
12
日

（
９
日
午
後
よ
り
、
北
海
道
訪
問
団

と
合
流
）
ま
で
の
日
程
で
、
ド
イ

ツ
・
ハ
イ
リ
ン
ゲ
ン
ダ
ム
で
開
催
さ

れ
た
Ｇ
８
（
主
要
国
首
脳
会
議
）
の

外
務
省
現
地
本
部
の
支
援
と
し
て
、

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
前
の

準
備
や
期
間
中
の
緊
縛
し
た
状
況
な

ど
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
地
域

は
ド
イ
ツ
の
北
部
（
バ
ル
ト
海
に
面

し
た
旧
東
ド
イ
ツ
）
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ

ル
ン
州
で
州
都
の
シ
ュ
ヴ
ェ
リ
ー
ン

の
人
口
は
約
９
万
７
千
人
で
あ
り
、

最
も
人
口
の
多
い
ロ
ス
ト
ッ
ク
（
デ

モ
行
動
で
報
道
さ
れ
た
町
）
で
も
、

約
20
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
州
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
も
最
高
級
の
保
養
施
設
が
集
ま
っ

て
お
り
、特
に
バ
ル
ト
海
岸
地
帯
は
、

細
か
い
白
砂
と
伝
統
的
な
海
水
浴

場
、
瀟
洒
（
し
ょ
う
し
ゃ
）
な
建
物

が
観
光
客
を
惹
き
付
け
、
海
岸
リ
ゾ

ー
ト
地
と
し
て
世
界
中
か
ら
人
々
が

集
ま
る
保
養
地
と
し
て
有
名
で
す
。

日
本
と
の
時
差
が
７
時
間
あ
り
、

夏
場
は
午
前
４
時
過
ぎ
か
ら
午
後
10

時
近
く
ま
で
明
る
く
サ
マ
ー
タ
イ
ム

● ● ● ● 

北海道洞爺湖 
サミット 
北海道洞爺湖 
サミット 

ササササミミミミッッッットトトト推推推推進進進進室室室室

室室室室長長長長　　　　　　　　澤澤澤澤　　　　登登登登　　　　勝勝勝勝　　　　義義義義

pppphhhhoooottttooooドドドドイイイイツツツツササササミミミミッッッットトトト会会会会場場場場

ド
イ
ツ
サ
ミ
ッ
ト
の

論
議
内
容
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か
れ
、
車
両
や
身
体
検
査
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
者

や
居
住
者
な
ど
に
は
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
通
過
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｄ
カ
ー

ド
が
発
給
さ
れ
そ
の
種
類
に
よ
り
、

政
府
関
係
者
・
プ
レ
ス
関
係
者
・
住

民
を
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ち
な
み
に
安
倍
総
理
は
赤

の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

サ
ミ
ッ
ト
期
間
中
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
数
は
５
千
人
以
上
と
推
計
さ

れ
ま
し
た
。
首
脳
会
議
場
を
取
材
で

き
る
プ
レ
ス
の
数
は
制
限
さ
れ
て
い

て
、
公
式
放
送
や
公
式
カ
メ
ラ
マ
ン

の
み
で
行
事
の
模
様
を
カ
バ
ー
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
取
材
で
き
な
い
プ

レ
ス
は
、
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
対
応

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
24
時
間
体
制
で
全
世
界
へ
情

報
を
発
信
し
て
い
る
各
国
プ
レ
ス
に

は
、
手
厚
い
対
応
が
な
さ
れ
、
サ
ミ

ッ
ト
運
営
の
上
で
重
要
な
位
置
づ
け

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
町
開
催
時

に
お
い
て
も
、
Ｐ
Ｒ
戦
略
上
重
要
な

位
置
づ
け
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
で
の
デ
モ
参
加
者
が
数
万

人
に
及
ん
だ
背
景
に
は
、
開
催
国
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
内
陸
部
に
あ
り
、
移

動
が
容
易
な
こ
と
と
夏
休
み
な
ど
を

利
用
し
て
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
サ
ミ
ッ
ト
終

了
後
に
訪
れ
た
キ
ャ
ン
プ
地
で
は
約

５
千
人
が
い
た
そ
う
で
、
現
地
の
活

動
家
に
話
を
聞
く
と
、
「
目
的
は
メ

デ
ィ
ア
を
通
し
て
自
分
た
ち
の
活
動

を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
（
ち
な
み
に

私
は
ド
イ
ツ
語
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

通
訳
を
介
し
て
の
話
で
す
。）「
投
石

な
ど
過
激
な
人
が
い
ま
し
た
が
、

我
々
は
平
和
的
な
活
動
を
行
っ
て
お

り
、彼
ら
と
は
一
線
を
引
い
て
い
る
」

と
語
り
、
限
ら
れ
た
ご
く
一
部
の
人

た
ち
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
来
年
日
本
で
開
催
さ

れ
る
サ
ミ
ッ
ト
に
来
ま
す
か
と
の
質

問
に
は
、
「
日
本
は
遠
く
て
お
金
も

か
か
る
の
で
参
加
で
き
な
い
が
ゼ
ロ

で
は
な
い
だ
ろ
う
と
」
語
っ
て
い
ま

し
た
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
空
港
か
ら
ベ
ル

リ
ン
空
港
に
至
る
ま
で
Ｇ
８
関
係
の

ポ
ス
タ
ー
な
ど
一
切
見
る
こ
と
は
な

く
、
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム
周
辺
で
も
同

様
で
当
初
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
現
状

の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。
あ
る
の
は

主
会
場
・
Ｇ
８
会
場
に
掲
揚
さ
れ
た

各
国
の
国
旗
の
み
で
、
町
全
体
が
自

然
体
で
穏
や
か
に
時
間
が
過
ぎ
て
い

る
状
況
で
し
た
。
お
国
柄
な
の
で
し

ょ
う
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
日
本

的
な
お
も
て
な
し
を
し
て
、
全
世
界

へ
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
と
の
気
持

ち
に
改
め
て
な
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
サ
ミ
ッ
ト
の
現
地
に
赴
き

い
ろ
い
ろ
な
場
面
を
見
聞
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
で
あ
る
と
感
じ
て
、
こ
れ

か
ら
の
１
年
が
長
い
の
か
短
い
の
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
を
上
げ

て
取
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

洞
爺
湖
町
の
自
然
や
そ
こ
に
住
む

住
民
の
素
晴
ら
し
さ
を
全
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
皆
さ
ま
方
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
と
の
対
応

デ
モ
と
サ
ミ
ッ
ト

歓
迎
の
内
容

地
域
と
一
体
で
来
年
の

サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
を

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

６月15日(金)、役場庁舎内に、

来年７月７日～９日に開催され

る北海道洞爺湖サミットの準備

を担う「洞爺湖サミット推進本

部」が長崎町長を本部長として

置かれました。

また、28日(木)には、「北海

道洞爺湖サミット推進町民会

議」が、町内の行政組織・経済

団体・町民団体などを構成メン

バーにして設立され、これによ

り全町あげて支えていく体制が

確立。サミットの開催地として

の準備活動が本格的に始動しま

した。

サミットサミット推進町民会議設立推進町民会議設立



　
　�

月
１
日
（
金
）
、
虻
田
小
学
校
で
、

　
　
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
、「
こ

れ
か
ら
の
福
祉
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
行
っ
た
の
は
、 

同
小
の
６
年
生
の

２
ク
ラ
ス
60
人
。 

　
当
日
は
、 

社
会
福
祉
協
議
会
の
事

務
局
か
ら
講
師
を
招
き
、 

講
話
の
後
、 

車
い
す
を
使
っ
て
の
実
践
的
学
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
児
童
た
ち
は
、 
２
人
１
組
で
車
い

す
の
操
作
を
行
い
、 

特
に
段
差
の
あ

る
と
こ
ろ
で
は
、 

力
ま
か
せ
で
は
な

く
、 

小
さ
い
力
で
も
操
作
方
法
で
乗

り
越
え
ら
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

６

　
　�

月
６
日
（
水
）
洞
爺
湖
温
泉
小
学

　
　
校
の
児
童
が
、 

洞
爺
湖
漁
業
協

同
組
合 

（
篠
原
功
組
合
長
） 

の
皆
さ

ん
の
指
導
の
下
、
月
浦
の
岸
辺
か
ら
、

ヒ
メ
マ
ス
と
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
５

万
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。 

　
当
日
参
加
し
た
の
は
、 

同
小
学
校

１
、 

２
年
生
の
合
わ
せ
て
20
人
。 

　
児
童
た
ち
は
、 

昨
年
の
９
月
か
ら

10
月
頃
に
採
卵
し
て
育
て
て
き
た
５

㎝
ほ
ど
の
稚
魚
を
、 

バ
ケ
ツ
か
ら
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
ッ
プ
に
移
し
替
え
、 

「
お
お
き
く
な
っ
て
ね
」
と
願
い
を

こ
め
て
、 

そ
っ
と
放
流
。 

成
魚
に
な

っ 

て
帰
っ
て
く
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。 

　
組
合
で
は
、 

１
年
間
に
約
10
万
匹

放
流
し
て
い
て
、 

お
よ
そ
４
年
く
ら

い
で
成
魚
と
な
る
そ
う
で
す
。 

６　
　�

月
７
日
（
木
）
、「
少
年
の
主
張
大

　
　
会
」 

が
洞
爺
湖
町
青
少
年
健
全

育
成
連
絡
協
議
会
が
主
催
し
て
、  

虻

６

　
　�

然
に
親
し
む
つ
ど
い
の
第
１
弾

　
　
と
し
て
６
月
３
日
（
日
）
教
育
委

員
会
が
主
催
し
て
、 

中
島
散
策
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
コ
ー
ス
は
、 

以
前
あ
っ
た
巨
木
を

す
ぎ
て
、 

そ
の
ま
ま
岸
辺
を
歩
く
約

10
㎞
の
道
の
り
。 

　
当
日
は
、 

21
人
が
参
加
し
て
、 

洞

爺
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
の
飯
田
氏
が
絵

な
ど
の
資
料
を
駆
使
し
て
案
内
。 

途

中
風
洞
や
鹿
の
生
態
な
ど
の
話
を
聞

き
な
が
ら
、 

晴
天
と
な
っ
た
中
島
を

楽
し
み
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。 

�

田
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
町
内
の
中
学
生
を
対
象
に
、 

人
へ

の
思
い
や
り
や
人
と
の
か
か
わ
り
あ

い
方
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に

実
施
。 

　
虻
田
中
、 

洞
爺
湖
温
泉
中
、 

洞
爺

中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
６
人
が
、 

次

々
と
登
壇
し
、 

虻
田
中
学
校
の
全
生

徒
を
前
に
、 

命
の
大
切
さ
や
部
活
動

で
の
出
来
事
、 

家
族
愛
に
つ
い
て
、 

堂
々
と
主
張
し
ま
し
た
。 

　

　
審
査
の
結
果
、
「
消
え
て
い
く
小

さ
な
花
」 

を
発
表
し
た
、 

藤
川
由
加

利
さ
ん 

（
洞
爺
中
３
年
） 

が
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。 

自

虻田小６年生
車いすの福祉授業実施

中島一周の散策行う
参加者自然を満喫

温泉小１･２年生
ヒメマス等の稚魚を放流

新町誕生後初の少年の主張大会
力強く思いを発表

稚魚を放流する児童たち

力強く思いを発表する藤川さん

ガイドの説明を聞く参加者 こわごわと車いすを押す児童

稚魚を放流する児童たち

力強く思いを発表する藤川さん

ガイドの説明を聞く参加者 こわごわと車いすを押す児童
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康
増
進
と
史
跡
め
ぐ
り
を
結
び

　
　
つ
け
た
洞
爺
湖
町
史
跡
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
主
催
健
康
づ
く

り
推
進
員
会
・
教
育
委
員
会
）
が
、 

６
月
９
日
（
土
）
約
70
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、 

「
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
た

ど
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ア
ッ
ケ
プ
ナ

イ
、
ナ
ン
カ
イ
ト
フ
な
ど
の
ア
イ
ヌ

語
地
名
の
地
域
８
カ
所
約
５
㎞
を
歩

き
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、 

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

で
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
、 

楽
し
み
な
が
ら
郷
土
の
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。 

健

　
　
月
24
日
―
25
日
静
内
町
で
開
か

　
　
れ
た 

「
第
56
回
北
海
道
高
等
学

校
体
育
連
盟
室
蘭
支
部
柔
道
大
会
」 

で
、 

全
道
大
会
出
場
を
決
め
た
洞
爺

高
校
柔
道
部
が
、 

６
月
11
日
（
月
）
役

場
を
訪
れ
、  

長
崎
町
長
に
全
道
大
会�

へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。 

　
今
回
男
子
は
、 

大
黒
淳
志
君 

（
３

年
）が
個
人
81
㎏
以
下
級
で
準
優
勝
、 

同
66
㎏
以
下
級
で
後
藤
匡
羽
亮
君

（
１
年
）
が
５
位
。
女
子
は
、
団
体

戦
（
高
田
絢
乃
さ
ん<

２
年>

嶋
春
香

さ
ん<

同>

後
藤
有
羽
香<

３
年>

）
で

準
優
勝
。
個
人
戦
で
も
、
中
野
美
春

さ
ん
は
軽
量
級
で
３
位
、
後
藤
さ
ん

が
重
量
級
で
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
長
崎
町
長
は
「
全
道
で
も
活
躍
し

て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
選
手

を
激
励
。
後
藤
さ
ん
は
「
洞
爺
湖
町

の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。 

　
　�

成
14
年
度
か
ら
総
合
学
習
の
取

　
　
組
み
と
し
て
続
い
て
い
る
、 

月

浦
新
森
林
公
園
で
の
か
た
く
り
の
種

ま
き
が
、 

６
月
28
日
（
木
）
洞
爺
湖
温

泉
小
学
校
の
児
童
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 

平

　
　�

爺
湖
青
年
会
議
所 

（
Ｊ
Ｃ
・
大

　
　
久
保
正
人
理
事
長
）
と
教
育
委

員
会
が
主
催
す
る 

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ほ
た
る
幼
虫
放
流
会
」 

が
、 

６
月
10
日（
日
）高
砂
貝
塚
の
池

で
行
わ
れ
、
親
子
ら
34
人
が
、
ヘ
イ

ケ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
約
70
匹
を
放
流
し

ま
し
た
。 

　
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と
Ｊ
Ｃ
が
、
１
昨
年
か
ら
取

組
ん
で
い
る
イ
ベ
ン
ト
。 

　
当
日
は
、
ほ
た
る
の
生
態
に
く
わ

し
い
、
飯
塚
淳
市
星
の
丘
中
学
校
教

頭
か
ら
、
自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て

の
講
話
を
受
け
、
地
球
環
境
の
保
全

ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
あ
と
、 

参
加
者

は
、 

池
に
出
向
き
、 

体
長
約
１
㎝
の

幼
虫
を
そ
っ
と
放
流
し
ま
し
た
。 

　
７
月
29
日
に
は
、 

観
察
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

�

　
当
日
参
加
し
た
の
は
、
６
年
生
16

人
。
月
浦
自
然
塾
（
阿
部
賢
一
会
長
） 

の
皆
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
児
童
た

ち
は
、
か
た
く
り
の
種
10
粒
を
腐
葉

土
が
入
っ
た
ポ
ッ
ト
に
入
れ
る
作
業

を
行
い
、
一
人
10
ポ
ッ
ト
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。 

　
こ
の
出
来
上
が
っ
た
ポ
ッ
ト
は
、 

同
塾
会
員
の
佐
藤
征
男
さ
ん
宅
で
１

年
間
育
て
ら
れ
、
来
年
公
園
に
植
え

替
え
ら
れ
ま
す
。 

　
か
た
く
り
は
、
花
を
咲
か
す
の
に

６
年
―
７
年
か
か
る
と
い
わ
れ
、
児

童
た
ち
が
、 

成
人
式
を
迎
え
る
こ
ろ

が
見
ご
ろ
と
な
り
ま
す
。 

洞

楽 し く 歩 き な が ら
郷 土 の 歴 史 を 学 ぶ

夏の観察会を楽しみに
ほたる幼虫放流会開く

洞爺高校柔道部全道出場
長崎町長に意気込みを伝える

月浦森林公園
温泉小6年生かたくりの種をまく

9

５

種を入れポットを作る児童ら 全道大会への出場を決めた洞爺高柔道部

アイヌ語の地名の由来を聞く参加者ほたるの幼虫を池に放す児童ら

全道大会への出場を決めた洞爺高柔道部

アイヌ語の地名の由来を聞く参加者ほたるの幼虫を池に放す児童ら



住宅のバリアフリー改修工事に

固定資産税の減額措置

10

民
憲
章
の
制
定
と
町
の
「
花
」

・
「
木
」
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
７
月
１
日
告
示
し
ま
し

た
。

方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
一
定
の
条

件
を
満
た
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
が
行
わ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
そ

の
住
宅
の
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
限
り
、
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
住
宅
の
１
０
０

相
当
分
ま
で
が
減
額
の
対
象
と
な
り

ま
す
。対

象
家
屋
・

居
住
者
の
要
件

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅
（
居
住
部
分
が
２

分
の
１
以
上
）
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
が
居
住
し
て
い
　

る
住
宅
。
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
は

除
き
ま
す
。

・
65
歳
以
上
の
方
（
工
事
完
了
の
年

に
65
歳
に
な
る
方
を
含
み
ま
す
）

・
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
方

・
障
害
者
の
方

対
象
工
事
・

工
事
費
の
要
件

次
に
該
当
す
る
工
事
の
う
ち
、
そ

の
費
用
が
30
万
円
以
上
の
も
の
。

（
た
だ
し
、
補
助
金
な
ど
で
充
て
る

部
分
を
除
く
自
己
負
担
分
に
限
り
ま

す
。）

・
廊
下
の
拡
幅

・
階
段
の
勾
配
の
緩
和

・
浴
室
の
改
良
（
広
く
す
る
、
浴
槽

の
出
入
を
容
易
化
す
る
な
ど
）

・
便
所
の
改
良
（
広
く
す
る
、
洋
式

に
す
る
、
便
座
位
置
を
高
く
す
る

な
ど
）

・
手
す
り
の
取
付
け

・
床
の
段
差
の
解
消
（
段
差
を
な
く

す
、
ス
ロ
ー
プ
を
取
り
付
け
る
な

ど
）

・
出
入
口
の
戸
の
改
良
（
引
戸
、
折

戸
へ
の
取
替
え
な
ど
）

・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化
（
滑
り
に

く
い
も
の
へ
の
取
替
え
な
ど
）

申
請
方
法

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
の
完
了

後
３
カ
月
以
内
に
、
領
収
書
・
工
事

明
細
書
や
写
真
な
ど
の
関
係
書
類
を

申
告
書
に
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

税
務
財
政
課
課
税
係
（
1
74
―
３
０

０
３
）
ま
で
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地

町
町民憲章

町の「花」と「木」
決　定！

ななかまど さくら つつじ すみれ

＜全文＞

わたしたちは、美しい洞爺湖、

みのり多き大地、さち豊かな内浦

湾にいだかれた洞爺湖町の町民で

す。

＜本文＞

○豊かな自然と郷土を愛し　美し

いまちをつくります

○人々が輝き交流と文化が香る　

生涯学習のまちをつくります

○健やかな心と体を育て　生きが

いのあるまちをつくります

○人権を大切にし　安全で平和な

まちをつくります

町民憲章

町
の
木

町
の
花

住宅のバリアフリー改修工事に

固定資産税の減額措置



保
険
税
口
座
振
替
の

お
す
す
め

険
税
の
納
入
を
便
利
な
口
座
振

替
に
し
ま
せ
ん
か
。
う
っ
か
り

納
め
忘
れ
や
銀
行
に
行
く
手
間
が
は

ぶ
け
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
国
保
の
窓
口
ま

た
は
金
融
機
関
で
取
り
扱
っ
て
お
り

ま
す
。

口
座
番
号
（
預
金
通
帳
）
と
印
鑑

（
預
金
通
帳
に
使
用
し
て
い
る
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

各
種
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

現
在
使
っ
て
い
る
次
の
受
給
者
証

は
、
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
新
し
い
受
給
者
証
は
、

７
月
中
に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、

旧
受
給
者
証
は
、
８
月
以
降
に
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
す
る
医
療
受
給
者
証

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

●
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

●
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

医
療
受
給
者
証
の
交
換
に
あ
た

り
、
健
康
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
方

は
、
保
険
証
を
お
持
ち
に
な
り
窓
口

で
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
提
出

を
求
め
ら
れ
て
い
る
方
は
至
急
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
の
医
療
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
へ

老
人
保
健
の
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
現
在
使
っ
て
い
る
受
給
者

証
を
そ
の
ま
ま
お
使
い
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変

更
に
な
る
方
は
個
別
に
通
知
を
差
し

上
げ
交
換
い
た
し
ま
す
。

道
老
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
へ

道
老
医
療
受
給
者
証
は
、
更
新
申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
対
象

者
へ
個
別
に
通
知
を
差
し
上
げ
ま

す
。な

お
、
こ
の
道
老
医
療
助
成
事
業

は
、
平
成
20
年
3
月
末
で
終
了
い
た

し
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
へ

現
在
使
っ
て
い
る
認
定
証
は
、
８

月
１
日
以
降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
な
ど

は
、
８
月
１
日
以
降
に
忘
れ
ず
に
更

新
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
住
民
課
国
保
医
療
係

（
1
74
ー
３
０
０
２
）

11

訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

質
な
訪
問
販
売
が
、
ま
た
近
隣

に
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

防
ぐ
方
法
は
、
と
に
か
く
玄
関
に

入
れ
な
い
こ
と
。
見
知
ら
ぬ
人
を
簡

単
に
家
に
上
げ
な
い
こ
と
で
す
。
５

時
間
も
６
時
間
も
居
座
ら
れ
て
、
根

負
け
し
て
高
額
な
布
団
を
買
う
契
約

に
印
鑑
を
押
す
ハ
メ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ど
ん
な
契
約
で
も
、
必
ず

家
族
に
相
談
し
な
け
れ
ば
ダ
メ
。
契

約
出
来
な
い
と
は
っ
き
り
断
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

あ
ま
り
し
つ
こ
く
帰
ら
な
い
で
困

る
と
き
に
は
、
役
場
又
は
警
察
に
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
の
勧
誘
に
ご
注
意
！

し
つ
こ
い

電
話
で
の
勧

誘
が
と
て
も

増
え
て
い
ま

す
。無

料
で
じ

ゅ
う
た
ん
掃
除
を
す
る
の
で
訪
問
し

た
い
と
言
っ
て
、
後
で
高
級
じ
ゅ
う

た
ん
や
高
額
な
掃
除
機
を
売
ろ
う
と

し
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ま
た
、
化
粧
品
の
試
供
品
を
す
す
め

て
、
高
級
化
粧
品
や
健
康
食
品
･
サ

プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
を
売
ろ
う
と
し
ま

す
。必

要
な
い
も
の
を
買
う
契
約
を
し

て
し
ま
っ
た
と
気
づ
い
た
ら
、
８
日

目
ま
で
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
い
う
契

約
を
解
除
で
き
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
諦
め
な
い
で
誰
か
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け
早
く
解
決

策
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

新
聞
や
テ
レ
ビ
に
出
て
い
て
も
、

自
分
の
身
に
起
こ
る
は
ず
が
な
い
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
当
事
者
に
な

れ
ば
動
転
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ず
本
人
に
は
っ
き
り
確
認
が
取

れ
な
い
う
ち
は
、
ど
ん
な
に
急
が
さ

れ
て
も
送
金
は
絶
対
ダ
メ
で
す
。
ま

ず
、
落
ち
着
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
必
ず
誰

か
に
相
談
す
る
こ
と
で
す
。

不
振
な
請
求
に
ご
注
意
！

ハ
ガ
キ
で
裁
判
所
の
名
前
を
使
っ

た
身
に
覚
え
の
な
い
督
促
状
が
届
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
書
い
て

あ
る
番
号
に
は
絶
対
電
話
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
本
当
の
裁
判
所
の
書
類

は
、
必
ず
封
書
で
届
け
ら
れ
ま
す
。

不
安
で
あ
れ
ば
最
寄
り
の
裁
判
所
に

直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
は
悪
質
な
手
口
が
大
変
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
１
人

で
悩
ま
な
い
で
、
家
族
や
親
族
、
近

隣
の
頼
れ
る
人
に
必
ず
相
談
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

悪

保



申
請
免
除
の
受
付
に
つ
い
て

成
19
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
申
請
を
、
７
月
か
ら
受

付
し
て
い
ま
す
。
７
月
か
ら
の
免
除

を
希
望
さ
れ
る
方
は
忘
れ
ず
に
役
場

戸
籍
年
金
係
窓
口
か
温
泉
支
所
窓
口

又
は
洞
爺
総
合
支
所
総
務
住
民
課
で

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
（
免

除
期
間
は
７
月
〜
翌
年
６
月
ま
で
で

す
）。申

請
免
除
を
し
な
い
で
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
万
が
一
障

害
を
負
っ
て
障
害
基
礎
年
金
の
請
求

が
で
き
な
い
場
合
や
、
65
歳
に
な
っ

た
と
き
の
国
民
年
金
の
請
求
も
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
要
書
類
は
、
年
金
手
帳
、
印
鑑

で
す
。
ま
た
平
成
19
年
１
月
１
日
以

降
洞
爺
湖
町
に
転
入
し
た
方
に
つ
い

て
は
転
出
市
区
町
村
で
発
行
さ
れ
る

所
得
証
明
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
戸
籍
年

金
係
（
1
74
ー
３
０
０
２
）
ま
で

若
年
者
に
対
す
る

納
付
猶
予
制
度
に
つ
い
て

30
歳
未
満
の
第
１
号
被
保
険
者
の

方
に
は
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
の
所

得
が
一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
を
し

て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
る
が
年

金
額
の
計
算
時
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

②
10
年
以
内
に
追
納
す
る
と
通
常
に

納
付
し
た
の
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま

す
。

③
障
害
基
礎
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

④
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

以
上
の
点
に
注
意
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
30
歳
未
満
の
第

１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

員
と
な
っ
て
い
た
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
小
笠
原
榮
一
さ
ん

が
、
２
月
23
日
付
け
で
厚
生
労
働
大

臣
並
び
に
北
海
道
知
事
よ
り
委
嘱
を

さ
れ
、
町
も
併
せ
て
洞
爺
湖
町
福
祉

調
査
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

新
民
生
委
員
・
児
童
委
員

■
氏
　
　
名
　
小
笠
原
榮
一
さ
ん

■
担
当
地
区
　
清
水
区

■
任
　
　
期
　
平
成
19
年
11
月
30
日

12

平

この度の年金記録をめぐる問題については、大変ご心配をおかけ
しておりますことを、心よりお詫び申し上げます。
年金番号にまだ統合されていない年金記録も、大切に保管してい

ます。
平成9年の基礎年金番号の導入以前には、転職や転居などにより、

お1人が複数の年金番号を持つ場合も生じていましたが、1人1番号
の基礎年金番号を用いて、年金記録の確認を簡易・迅速に行えるよ
うにしました。
これまで、記録を結びつけるための照会を全被保険者に行い、ま

た、年金の請求時にもご本人に確認してきましたが、まだ約5,000
万件（平成18年６月）の記録が、基礎年金番号に結びつけられてい
ません。この未統合の記録は大切に保管されていますが、そのまま
では年金支給に結びつかなくなるおそれがあります。
年金記録問題への新対応策をすすめます
被保険者・年金受給者の皆様には、基礎年金番号に結び付けられ

ている加入履歴を、順次送付します。ご疑問があれば、お問い合わ
せください。
5,000万件の記録を、被保険者・年金受給者の記録と、突き合わ

せ、未統合の記録がある可能性のある方には、お知らせします。
社会保険庁や市町村に記録がない場合には、領収書等の証拠がな

くても、銀行通帳の出金記録、
元雇用者の証言などを根拠とし
て、第三者委員会で判断しても
らう仕組みを作ります。
5年の時効を越えた場合で

も、全額お支払いできるように
する特別立法が国会に提出され
ています。

欠

委嘱状を受ける小笠原榮一さん

新民生委員･児童
委員に
小笠原さん
委嘱



はじめよう、介護予防はじめよう、介護予防はじめよう、介護予防（後編）
老化を予防し、 自分らしい生活を
楽しみましょう　　　　　　

地域包括支援センター   　76-4822

筋肉を
使う運動

口腔の
体操

1/4スクワット
　　　　　　・両足を肩幅

　　　　　　　より少し広

　　　　　めにして立つ。 

・上体をまっすぐにしたま

　ま、1･2･3･4で4分の1

　程度ひざを曲げ腰を落と

　す。 

・1･2･3･4でひざを伸ば

　し元の姿勢に戻す。 

※ひざの頭がつま先より前

　に出ないように、 また深

　くひざを曲げると腰やひ

　ざをいためやすいので注

　意しましょう。 転倒の不

　安がある人はいすの背や

　壁を支えにしましょう。

　
　
月
号
に
掲
載
し
た 

『
は
じ
め
よ

　
　
う
、 

介
護
予
防
～
前
編
～
』 

で

　
筋
肉
や
骨
が
衰
え
る
と
心
肺
機
能

も
低
下
す
る
た
め
、 

骨
折
や
寝
た
き

り
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
歩
く
こ
と
は
心
肺
機
能
向
上
な
ど

に
は
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、 

筋
力
向
上
に
は
筋
肉
に
一
定
の
負
荷

を
か
け
る
運
動
が
効
果
的
で
す
。 

立

つ
・
座
る
・
歩
く
な
ど
、
活
動
の
基

礎
と
な
る
の
は
尻
・
太
も
も
・
ふ
く

ら
は
ぎ
の
筋
肉
で
す
。
こ
れ
ら
の
筋

肉
を
重
点
的
に
鍛
え
、
い
つ
ま
で
も

自
分
の
足
で
歩
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。 

　
口
の
機
能
は
全
身
の
健
康
と
関
係

し
ま
す
。 

食
べ
物
を
か
む
力
や
飲
む

込
み
力
が
弱
く
な
る
と
、 
栄
養
が
取

り
に
く
く
な
っ
た
り
、 
ご
え
ん
性
肺

炎
な
ど
を
招
く
危
険
が
あ
り
ま
す
。 

肺
炎
は
高
齢
者
の
場
合
、 

長
期
の
入

院
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。 

　
口
は
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、 

言
葉

　

５

は
、 

ご
自
身
の
心
身
の
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
方
法
と
し
て 

『
生
活
機
能

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』 

に
つ
い
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、 

み

な
さ
ん
、 

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
た

か
？

　
年
を
と
る
と
、 

病
気
に
対
す
る
抵

抗
力
が
低
く
な
る
・
反
応
が
遅
く
な

る
・
記
憶
力
が
衰
え
る
な
ど
、 

様
々

な
変
化
が
生
じ
て
き
ま
す
。 

こ
れ
を

『
老
化
』
と
い
い
ま
す
。 

老
化
を
遅
ら

せ
る
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は 

「
も
う
年

だ
か
ら
」「
お
っ
く
う
だ
か
ら
」 

と
諦

め
な
い
こ
と
。 

頭
も
体
も
使
わ
な
け

れ
ば
、 

老
化
は
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い

き
ま
す
。 

し
か
し
、 
自
分
自
身
の
が

ん
ば
り
に
よ
っ
て
、 

心
身
の
機
能
は

維
持
・
向
上
さ
せ
た
り
、 
衰
え
た
機

能
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
そ
こ
で
今
回
は
、 

特
に
老
化
が
進

み
や
す
い
部
分
の
予
防
方
法
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

運
動
器
の
老
化
予
防

　
　 

『
足
腰
を
鍛
え
よ
う
！
』

口
腔
器
の
老
化
予
防

　
『
し
っ
か
り
か
ん
で
、飲
み
こ
も
う
！
』

　
記
憶
力
や
判
断
力
な
ど
が
衰
え
て

く
る
状
態
を
認
知
症
と
い
い
ま
す
。 

残
念
な
が
ら
、 

認
知
症
を
完
全
に
治

療
す
る
方
法
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、 

生
活
を
見
直
す
こ
と
で

あ
る
程
度
予
防
が
で
き
た
り
、 

発
症

を
遅
ら
せ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
認
知
症
は
早
期
に
適
切
な
治
療
や

ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
で
、 

症
状
を
軽

減
し
た
り
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
病
気
で
す
。 

気
に
な
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、 

か
か
り
つ
け
医
や
専

門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

①
社
会
活
動
や
趣
味
活
動
に
積
極

　
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど
、
体

　
を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
日
記
を
つ
け
る
な
ど
、 

記
憶
力

　
を
積
極
的
に
使
い
ま
し
ょ
う

や
表
情
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。 

ま
た
、 

し
っ
か
り
か
む
こ
と
は
脳
の

活
性
化
を
促
し
ま
す
。 

し
っ
か
り
歯

み
が
き
を
す
る
と
と
も
に
、 

口
腔
体

操
で
口
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う

脳
の
老
化
予
防 

　『
若
々
し
い
脳
を
保
と
う
！
』

物
忘
れ
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①口を閉じたままほおをふ

　くらませたり、 すぼめた

　りする

③舌を出し

　て上下左

　右に動か

　す

②口を大きく

　開けて舌を

　出したり引

　っ込めたり

　する

　老化を予防し、 年をとっても自分らしく・楽し

く・イキイキと生活をおくるための筋力や体力づ

くりなど、 実技と講義を交えた教室を以下のとお

り開催します。 

【と　き】19年８月末～月２回　３カ月間

【ところ】虻田地区･洞爺地区各１箇所（送迎あり） 

【料　金】無料

【内　容】講義及び実技

　　　　　①転ばないための体力＆筋力づくり

　　　　　②バランスよい食事の取り方・作り方

　　　　　③噛む飲むため　のお口の手入れ

　　　　　④物忘れ・うつとさよならしよう

【定　員】各会場20名

　　ただし、 参加にあたっては、 条件があります。

　興味のある方は、 包括支援センター （　76－

　4822） へ相談ください。

介護予防教室
『げんきクラブ』 のご案内



あ
り
な
し
の
春
の
温
も
り
土
に
し
み 

　
　
　
　
　
　
ま
ば
ら
に
青
し
狭
庭
の
は
こ
べ
ら
　
　
　
　
　
大
西
　
芳
子 

 

高
低
の
囀
り
時
に
は
ふ
る
は
せ
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
恋
の
相
手
を
終
日
さ
が
す
　
　
　
　
　
太
田
　
　
智

　 朝
の
め
ざ
め
窓
開
け
放
て
ば
六
月
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
風
爽
や
か
に
部
屋
に
流
る
る
　
　
　
　
　
北
島
　
加
代 

 

百
二
歳
の
長
寿
を
誇
り
安
ら
か
に 

　
　
　
　
　
母
逝
き
ま
せ
り
亡
父
と
同
じ
命
日
に
　
　
　
　
　
伊
藤
　
静
子 

 

こ
の
年
も
ま
た
逢
へ
た
る
を
よ
ろ
こ
び
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
線
の
花
の
彩
ふ
む
ら
さ
き
　
　
　
　
　
山
木
　
　
孝 

 

水
無
月
の
三
豊
の
山
に
熊
出
で
し 

　
　
　
　
　
　
「
触
れ
」
の
届
き
来
靄
た
ち
め
る
　
　
　
　
　
赤
塚
　
瑛
子 

 

風
邪
引
き
の
徴
候
も
な
き
ま
ま
発
熱
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
支
援
の
妻
吾
を
叱
咤
す
　
　
　
　
　
室
野
　
晃
慶

　
　 

朱
に
も
え
る
レ
ン
ゲ
つ
つ
ぢ
の
あ
ざ
や
か
さ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
癒
さ
る
庭
の
花
花
　
　
　
　
　
石
黒
ま
さ
子

　 朝
も
や
の
な
か
に
た
た
ず
む
耳
も
と
に 

　
　
　
　
　
　
鳥
の
さ
え
ず
り
神
の
声
に
聞
こ
ゆ
　
　
　
　
　
元
田
フ
ジ
子 

 

母
待
ち
て
泣
い
て
ね
む
り
し
三
の
孫 

　
　
　
　
　
　
　
中
二
と
な
り
て
野
球
の
エ
ー
ス
　
　
　
　
　
中
野
　
イ
マ 

 

充
実
と
み
ず
か
ら
聴
か
せ
生
き
き
し
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
信
じ
難
し
も
時
世
の
な
が
れ
　
　
　
　
大
久
保
と
み
乃 

　 
 

満
開
の
杜
鵑
花
蹲
に
影
お
と
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
瓶
　
　
修 

坪
庭
に
杜
鵑
花
は
み
出
す
裏
通
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
川
サ
チ
子

頼
ら
れ
て
老
い
は
踏
ん
張
り
草
を
刈
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
勇

濡
れ
縁
の
さ
さ
く
れ
に
座
す
杜
鵑
花
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
　
育
子

春
禽
も
新
車
も
祓
ひ
禰
宜
の
幣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
知
子 

夏
草
の
刈
ら
れ
て
を
り
し
夜
学
の
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
敏
子 

花
さ
つ
き
闇
の
中
に
も
濃
ゆ
き
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
川
　
　
稔

待
合
の
無
口
の
人
ら
更
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
須
　
伶
子 

 

わ
た
し
の
う
た 

短
　
歌 

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
六
月
定
例
会 

俳
　
句
　 

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
六
月
定
例
会 

※
蹲
―
手
水
鉢
の
こ
と 

※
春
禽
―
春
の
鳥
　
禰
宜
―
神
主
さ
ん 

ち 

ち 

さ 

き 

つ 

つ
く
ば
い 

さ 

き 

つ 

さ 

き 

つ 

し
ゅ
ん
き
ん 

は
ら 

ね 

ぎ 

ぬ
さ 

こ
ろ
も
が
え 
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洞爺湖温泉地区で、昨年から施工しています洞爺湖温泉公園の整備工
事（土木工事）を、引き続き今年も実施することになりました。これに
伴い、桜ヶ丘通り線（下記図面参照）の一部は公園の区域内となり、今
後は通行が出来なくなりますのでお知らせいたします。工事施工に際し
ては、ご迷惑をおかけいたしますが、ご協力をお願い申し上げます。

■町道桜ヶ丘通り線通行止め
■平成19年7月13日より

■
問
合
せ
先

建
設
課
（
1
74
―
３
０
１
２
）

町
道
の
一
部
道
路
廃
止
（
公
園
整
備
）

の

お

知

ら

せ



の
夜
の
楽
し
み

花
火

。
毎

年
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
楽
し

み
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
花
火
に
よ
る
火
災
が
全

国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
夏
の

風
物
詩

花
火
　
を
楽
し
い
夏
の
思

い
出
と
す
る
た
め
に
も
、
次
の
こ
と

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

１
、
広
く
て
安
全
な
場
所
を
選
ぶ
！

２
、
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
！

３
、
子
供
だ
け
で
絶
対
に
花
火
を
さ

せ
な
い
！

４
、
花
火
は
安
全
な
場
所
に
保
管
す

る
！

然
災
害
に
襲
わ
れ
た
ら
、
あ
な

た
は
最
初
に
何
を
し
ま
す
か
。

災
害
時
に
一
番
大
切
な
の
は
、
命

を
守
る
こ
と
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の

命
は
、
ま
ず
自
分
で
守
る
・
・
・
そ

し
て
、
家
族
、
ご
近
所
、
自
治
会
へ

と
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

特
に
、
大
規
模
災
害
時
に
は
、
膨

大
な
被
災
者
の
発
生
や
、
さ
ら
に
は

消
防
を
始
め
と
す
る
防
災
関
係
機
関

等
も
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
道
路
や
水
道
な
ど

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
る
な

ど
、
防
災
活
動
に
支
障
を
来
す

ケ
ー
ス
が
増
大
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
な
か
で
は
、
住
民
が
「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
に
相

互
に
助
け
合
い
、
組
織
的
に
人

命
救
助
や
初
期
消
火
、
情
報
の

収
集
伝
達
な
ど
の
自
主
防
災
活

動
を
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠

15

で
あ
り
、
住
民
の
方
々
の
こ
う
し
た

活
動
が
被
害
の
軽
減
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。

防
災
は
、
自
分
と
家
族
の
生
命
、

身
体
、
財
産
に
か
か
わ
る
基
本
的
問

題
で
す
。

一
度
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
自
分

や
家
族
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
近

隣
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
て
、
手

助
け
の
必
要
な
方
が
い
る
場
合
は
、

地
域
全
体
で
支
援
体
制
を
整
え
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
や
自

治
会
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と
し
て
、

自
分
た
ち
の
地
域
の
防
災
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
生
活
の
な
か
で
家
電
製
品

や
Ｏ
Ａ
機
器
な
ど
、
数
多
く
の
電
気

器
具
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
た
め
、
使
用
す
る
電
気
製
品

に
対
し
コ
ン
セ
ン
ト
が
不
足
し
、

「
た
こ
足
配
線
」
に
な
り
が
ち
で
す
。

コ
ン
セ
ン
ト
の
電
気
の
許
容
量
を
超

え
て
電
気
器
具
を
使
用
す
る
と
コ
ン

セ
ン
ト
や
コ
ー
ド
が
過
熱
し
、
火
災

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
コ
ン
セ

ン
ト
の
許
容
量
に
あ
っ
た
機
器
の
配

線
を
行
い
、
「
た
こ
足
配
線
」
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
傷
つ
い
た
コ
ー
ド
を
使
用

し
た
り
、
束
ね
た
状
態
や
重
い
物
が

載
っ
た
状
態
で
あ
る
と
、
そ
の
部
分

花
火
に
よ
る

火
災
の
防
止

夏

住
民
自
ら
に
よ
る

災
害
へ
の
備
え

突

電
気
配
線
等

か
ら
の
出
火
防
止

に
負
荷
が
か
か
っ
て
断
線
し
、
出
火

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
大
変

危
険
で
す
。
傷
つ
い
た
コ
ー
ド
は
早

め
に
交
換
し
、重
い
物
を
載
せ
た
り
、

束
ね
た
状
態
で
の
使
用
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

統
一
標
語
は

「
消
さ
な
い
で

あ
な
た
の
心
の
　
注
意
火
」

fire
５
月
の 

●
火
災
件
数
　
０
件 

●
救
急
件
数
　
47
件 

”

“

”

“
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れ
か
ら
日
差
し
が
き
つ
く
な

り
、
気
温
も
高
く
な
る
季
節
。

外
出
な
ど
で
長
時
間
外
に
出
る
時

は
、
大
人
も
子
ど
も
も
「
日
射
病
」

「
熱
射
病
」
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

夏
の
暑
い
中
運
動
を
し
た
り
、
子

ど
も
達
も
外
で
遊
ん
で
い
る
と
、
体

は
動
い
て
高
く
な
っ
た
体
温
を
冷
や

す
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
汗
を
か
く

こ
と
で
熱
を
発
散
さ
せ
ま
す
。
日
射

病
や
熱
射
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

私
達
は
自
然
に
熱
さ
か
ら
身
を
守
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
水
分
を
適
度
に
補
わ

な
い
と
、
体
の
中
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
日
射
病
や
熱
射
病
に
な
り
、
め
ま

い
や
吐
き
気
、
頭
痛
、
深
刻
に
な
る

と
痙
攣
や
意
識
を
失
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

一
般
的
に
「
日
射
病
」
は
夏
の
暑

い
日
ざ
し
を
長
い
時
間
浴
び
て
体
が

オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
し
て
し
ま
い
、
皮

膚
も
暑
く
な
り
乾
い
た
状
態
で
汗
も

出
ず
、
体
の
熱
を
発
散
で
き
な
い
状

態
で
す
。

お
子
さ
ん
の
場
合
、
日
差
し
だ
け

で
な
く
身
長
が
低
い
分
道
路
の
照
り

返
し
を
大
人
よ
り
も
受
け
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

「
熱
射
病
」
は
高
温
多
湿
の
中
で

長
時
間
動
い
て
大
量
に
汗
を
か
き
、

体
温
調
節
が
効
か
ず
に
、
体
の
中
の

水
分
や
電
解
質
が
失
わ
れ
て
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
た
状
態
で
す
。
皮
膚
は
冷

た
く
じ
っ
と
り
と
し
、
体
温
も
普
通

か
や
や
低
め
で
す
。

冬
に
暖
房
の
効
い
た
部
屋
で
厚
着

を
し
て
、
熱
が
発
散
で
き
な
い
場
合

で
も
起
こ
る
状
態
で
す
。

「
日
射
病
」
を
防
ぐ
に
は
、
当
然

の
こ
と
で
す
が
適
宜
水
分
補
給
と
、

帽
子
を
か
ぶ
る
こ
と
。

も
し
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
風
通
し
の
よ
い
木
陰
で
頭
を

高
く
し
て
寝
か
せ
て
、衣
服
を
緩
め
、

体
温
を
下
げ
る
た
め
に
濡
れ
タ
オ
ル

を
首
筋
や
腋
の
下
に
当
て
た
り
、
仰

い
で
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

塩
分
も
失
わ
れ
け
い
れ
ん
を
起
こ

す
場
合
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
な
ど
少
し
づ
つ
飲
ま
せ
て
補
給
し

ま
し
ょ
う
。

「
熱
射
病
」
を
防
ぐ
に
は
、
高
温

多
湿
な
環
境
で
の
作
業
な
ど
長
時
間

に
及
ば
な
い
よ
う
に
休
憩
を
と
り
、

作
業
中
小
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

こ
と
。
汗
を
拭
き
取
り
、
風
通
し
よ

く
熱
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

も
し
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
涼
し
い
場
所
で
足
を
高
く
し

て
寝
か
せ
る
こ
と
。
日
射
病
同
様
に

水
分
、
塩
分
の
含
ま
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
や
薄
い
食
塩
水
を
飲
ま
せ

て
、
失
わ
れ
た
電
解
質
を
補
給
し
ま

し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
夏
本
番
。
暑
い
中
で
の

農
作
業
も
本
格
的
な
季
節
に
な
り
ま

す
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
無
理
の

な
い
運
動
を
す
る
に
も
、
レ
ジ
ャ
ー

で
出
か
け
る
に
も
い
い
季
節
に
な
り

ま
す
ね
。暑
さ
対
策
に
も
注
意
し
て
、

北
海
道
の
短
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

月
15
日
本
格
オ
ー
プ
ン
し
た

「
火
山
科
学
館
」
が
、
１
カ
月

経
た
な
い
６
月
13
日
、
来
場
者
1
万

人
を
突
破
し
ま
し
た
。

1
万
人
目
は
、
愛
知
県
碧
南
市
幸

町
か
ら
訪
れ
た
杉
浦
信
子
さ
ん
。
2

家
族
6
人
で
の
旅
行
途
中
で
、
記
念

品
を
贈
ら
れ
た
杉
浦
さ
ん
は
「
初
め

て
の
洞
爺
湖
で
、
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー

で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
効
果
な
の
か
、
一
般
客

も
多
く
、団
体
客
の
予
約
も
順
調
で
、

同
館
で
は
「
好
調
な
滑
り
出
し
に
と

ど
ま
ら
ず
、
今
後
の
継
続
的
な
伸
び

に
も
期
待
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

こ

５

一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）一万人目となった杉浦信子さん（中央）
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回
は
母
の
日
用
商
品
作
り
と
即

売
会
の
様
子
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

母
の
日
商
品

製
作
に
つ
い
て

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
母
の

日
用
の
商
品
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

二
カ
月
ほ
ど
前
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

製
品
に
す
る
か
検
討
し
、
作
業
工
程

を
決
め
、
各
作
業
班
で
担
当
す
る
工

程
を
分
け
て
、
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
商
品
作
り
も
含
め
る

と
、各
作
業
班
の
垣
根
を
取
り
払
い
、

一
つ
の
商
品
を
作
り
上
げ
る
試
み
は

四
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
利
用
者
が
経
験
を
重
ね
た

こ
と
、
職
員
は
今
ま
で
の
反
省
点
を

改
善
し
て
来
た
事
で
、
着
々
と
準
備

を
進
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
ガ
ー

べ
ラ
と
観
葉
植
物
を
メ
イ
ン
に
し

て
、
木
箱
に
収
め
、
周
囲
を
装
飾
し

た
物
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
イ
ン
パ
チ

ェ
ン
ス
を
木
箱
に
収
め
た
物

の
２
種
類
を
製
作
し
、
１
８

０
個
用
意
し
ま
し
た
。

即
売
会
は
５
月
11
日
〜
13

日
の
３
日
間
実
施
し
、
ほ
ぼ

完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま

だ
ま
だ
、
反
省
点
が
多

く
、
改
善
す
べ
き
点
が
多
々

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
色
々

な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

利
用
者
が
関
わ
る
事
の
で
き

る
工
程
を
更
に
増
や
し
て
行

き
、
友
愛
の
里
全
体
で
一
つ

の
物
を
作
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

即
売
会
の
様
子

伊
達
黎
明
館
さ
ん
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
シ
ョ
ッ
プ
ウ
ロ
コ
洞
爺
湖
町
店
さ

ん
、
ポ
ス
フ
ー
ル
伊
達
店
さ
ん
で
即

売
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
天
気
に
も
ほ
ぼ
恵
ま

れ
、
売
り
子
の
利
用
者
も
意
気
揚
々

と
接
客
し
て
い
ま
し
た
。
お
客
様
の

反
応
も
良
く
、
今
ま
で
の
即
売
会
と

比
較
す
る
と
お
そ
ら
く
、
一
番
の
反

響
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま

た
、
値
段
が
手
頃
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
方
に
購
入
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
つ
ひ
と
つ
手
作
り
で
あ
る
た

め
、
大
変
な
思
い
も
し
ま
し
た
が
、

売
れ
た
時
の
喜
び
は
言
葉
で
言
い
表

す
こ
と
の
で
き
な
い
程
で
し
た
。

即
売
会
に
携
わ
っ
た
中
で
、
と
て

も
心
暖
ま
る
光
景
に
出
会
い
、
感
動

も
あ
り
ま
し
た
。

２
人
の
幼
い
姉
妹
が
、
売
り
場
前

を
何
度
も
往
復
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
に
少
し
季
節
は
ず
れ
に
な
っ

た
1
個
40
円
の
ピ
ン
ク
色
の
パ
ン
ジ

ー
の
前
で
立
ち
止
ま
り
、
「
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
の
で
包
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

言
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

は
一
個
８
０
０
〜
１
、
０
０
０
円
で

販
売
し
て
い
た
た
め
、
母
の
日
に
贈

り
た
い
と
思
っ
て
立
ち
寄
っ
た
も
の

の
、
姉
妹
の
お
小
遣
い
で
は
足
り
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
気
持
ち

に
心
を
打
た
れ
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
変

わ
り
に
、
フ
ェ
ル
ト
で
飾
り
を
付
け

た
素
焼
き
の
鉢
に
、
ピ
ン
ク
色
の
パ

ン
ジ
ー
を
入
れ
て
渡
し
ま
し
た
。
そ

の
時
の
姉
妹
の
笑
顔
を
今
で
も
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
大
好
き
な

お
母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
選
ぶ
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
幸
せ
な

時
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
小
さ
な
子
供
た
ち
が
、
気
軽

に
購
入
で
き
る
よ
う
な
価
格
設
定
の

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
も
製
作
し
て
い

け
れ
ば
と
そ
の
時
に
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
お

客
様
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
店
舗

の
方
々
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

寄
付
金

▽
那
須
玲
子
さ
ん
（
虻
6
区
）
▽

黒
木
駒
雄
さ
ん
（
清
水
区
）
▽
吉
田

聡
さ
ん
（
虻
3
区
）
▽
奥
山
愛
子

さ
ん
（
温
3
区
）
▽
若
狭
洋
市
さ

ん
（
温
3
区
）

〈
札
幌
市
〉

▽
菊
地
幸
子
さ
ん
▽
日
野
肇
さ
ん

〈
苫
小
牧
市
〉

▽
石
浦
昭
さ
ん

〈
寿
都
町
〉

▽
大
崎
一
廣

寄
付
物
品

▽
細
江
恭
子
さ
ん
（
清
水
区
）
▽
ふ

る
さ
と
の
丘

〈
室
蘭
市
〉

▽
幸
村
皓
太
郎
さ
ん
▽
安
藤
実
さ
ん

▽
中
森
勝
二
さ
ん

〈
札
幌
市
〉

▽
小
貫
静
子
さ
ん

〈
倶
知
安
町
〉

▽
木
村
裕
幸
さ
ん

第
10
号

寄
付
・
寄
贈
品

今

母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品母の日の商品

即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子即売会の様子



部
科
学
省
で
は
、
学
習
障
害

（
Ｌ
Ｄ
）
、
注
意
欠
陥
／
多
動

性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
、
高
機
能
自

閉
症
な
ど
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
指

導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
最
終
報
告
で
は
、
「
障
害
の

程
度
に
応
じ
特
別
の
場
で
指
導
を
行

う
『
特
殊
教
育
』
か
ら
、
障
害
の
あ

る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
適
切
な
教
育
的
支

援
を
行
う
『
特
別
支
援
教
育
』
へ
の

転
換
を
図
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
の
あ

る
児
童
生
徒
へ
の
教
育
の
考
え
に
つ

い
て
、
転
換
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
結

果
平
成
19
年
度
か
ら
、
「
特
別
支
援

教
育
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

特
別
支
援
教
育
と
は

こ
れ
ま
で
の
特
殊
教
育
の
対
象
の

障
害
だ
け
で
は
な
く
、
Ｌ
Ｄ
（
学
習

障
害
）
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
／

多
動
性
障
害
）
、
高
機
能
自
閉
症
を

含
め
て
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
自

立
や
社
会
参
加
に
向
け
て
、
そ
の
一

人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
、
そ
の
も
て
る
力
を
高
め
、
生
活

や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
又
は
克
服

す
る
た
め
に
、
適
切
な
教
育
や
指
導

を
通
じ
て
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の

で
す
。

今
ま
で
は
…
…
…

現
在
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
に

対
す
る
教
育
は
、
大
き
く
３
つ
の
仕

組
み
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

①

盲
・
聾
・
養
護
学
校

②
特
殊
学
級
（
普
通
小
・
中
学
校
に

設
け
ら
れ
る
）

③
通
級
指
導(

通
常
の
学
級
に
在
籍

し
な
が
ら
一
部
通
っ
て
く
る)

特
別
支
援
教
育
へ
の

転
換
す
る
背
景
は

近
年
、
全
国
的
に
各
学
校
で
は
、

盲
・
聾
・
養
護
学
校
及
び
小
・
中
学

校
の
特
殊
学
級
の
在
籍
者
並
び
に
通

級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童

生
徒
の
総
数
の
占
め
る
比
率
は
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｌ

Ｄ
（
学
習
障
害
）
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注

意
欠
陥
／
多
動
性
障
害
）
、
高
機
能

自
閉
症
な
ど
の
特
別
な
教
育
的
支
援

を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
に
つ
い

て
、
文
部
科
学
省
が
平
成
１４
年
に
実

施
し
た
全
国
実
態
調
査
の
結
果
で

は
、
約
６
％
程
度
の
割
合
で
通
常
の

学
級
に
在
籍
し
て
い
る
可
能
性
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

特
殊
教
育
を
取
り
巻
く
最
近
の
動

向
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
障
害
の
重

度
・
重
複
化
や
多
様
化
、
よ
り
軽
度

の
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応

や
早
期
か
ら
の
教
育
的
対
応
に
関
す

る
要
望
の
高
ま
り
、
高
等
部
へ
の
進

学
率
の
上
昇
、
卒
業
後
の
進
路
の
多

様
化
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に

取
組
ん
で
い
く
の
か

文
部
科
学
省
の
最
終
報
告
で
は
、

柔
軟
で
弾
力
的
な
制
度
の
再
構
築
、

教
員
の
専
門
性
の
向
上
と
関
係
者
・

機
関
の
連
携
に
よ
る
質
の
高
い
教
育

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
め
ざ
し

て
主
に
次
の
提
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

①
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
一

人
一
人
に
つ
い
て
個
別
の
教
育
支
援

計
画
を
作
成
す
る
こ
と
。

②
盲
・
聾
・
養
護
学
校
は
も
と
よ

り
小
・
中
学
校
に
特
別
教
育
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
置
く
こ
と
。

③
行
政
部
局
間
の
連
携
の
た
め
の

広
域
特
別
支
援
連
携
協
議
会
を
都
道

府
県
に
設
置
す
る
こ
と
。

④
地
域
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
児

童
生
徒
の
教
育
の
セ
ン
タ
ー
的
な
役

割
を
果
た
す
学
校
と
し
て
の
盲
・

聾
・
養
護
学
校
を
特
別
支
援
学
校
に

転
換
す
る
こ
と
。

⑤
小
・
中
学
校
に
お
け
る
特
殊
学

級
や
通
級
の
指
導
の
制
度
を
、
通
常

の
学
級
に
在
籍
し
た
上
で
必
要
な
時

間
の
み
、
「
特
別
支
援
教
室
」
の
場

で
特
別
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
制
度
に
一
本
化
す
る
こ

と
。洞

爺
湖
町
の
学
校
で
は

今
後
ど
の
よ
う
に

取
組
ん
で
い
く
の
か

町
内
の
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援

教
育
の
推
進
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒

の
適
切
な
就
学
指
導
を
行
う
た
め
の

町
就
学
指
導
委
員
会
の
中
に
、
関
係

機
関
や
地
域
の
連
携
協
力
を
図
る
た

め
の
「
特
別
支
援
連
携
協
議
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
小
・
中
学
校
並
び

に
高
等
養
護
学
校
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
保
健
師
、
専
門
職
員
な
ど
で

構
成
さ
れ
る「
町
の
専
門
家
チ
ー
ム
」

が
、
学
校
で
は
具
体
的
な
個
別
教
育

18
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支
援
計
画
を
策
定
す
る
際
、
指
導
内

容
や
方
法
の
助
言
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
各
学
校
へ
の
巡
回
相
談
な
ど
も

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
特
別

な
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
の
た
め

に
、
教
師
が
日
ご
ろ
の
学
校
生
活
の

中
で
、
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う
な
支

援
が
で
き
る
の
か
を
専
門
家
チ
ー
ム

と
学
校
が
協
力
し
て
考
え
、
具
体
的

な
対
応
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
か
ら
⑤
及
び
町
内
の
小
・
中
学

校
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
平
成
19
年
度
か
ら
完
全
実
施
す

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、

町
内
の
小
・
中
学
校
で
現
在
設
置
さ

れ
て
い
る
「
特
殊
学
級
」
を
廃
止
し
、

「
特
別
支
援
教
室
」
に
す
る
と
い
う

の
で
は
な
く
、
「
柔
軟
で
弾
力
的
な

制
度
の
再
構
築
」
と
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
学
校
の
実
態
に

応
じ
て
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
名
前
だ
け
が
変
わ
っ
て

何
も
変
わ
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
地

域
・
家
庭
・
学
校
が
連
携
し
て
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
つ
い
て
は
、
町
内
各
小
・
中

学
校
又
は
教
育
委
員
会
学
校
管
理
課

学
校
教
育
係
（
1
74
ー
３
０
０
９
）

ま
で
。

団
法
人
全
国
防
災
協
会
（
陣
内

孝
雄
会
長
）
の
平
成
19
年
度
通

常
総
会
が
6
月
14
日
（
木
）
札
幌
市

で
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
平
成
19

年
度
防
災
復
旧
及
び
災
害
防
止
事
業

功
労
者
と
し
て
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
団
体
で
は

全
国
で
5
団
体
が
受
賞
。

同
小
学
校
で
は
、
防
災
教
育
の
一

環
で
、
「
緑
は
ど
う
な
っ
た
」
と
題

し
て
、
噴
火
後
の
植
生
回
復
に
つ
い

て
全
校
で
と
り
く
ん
で
き
ま
し
た
。

湖
畔
で
樹
木
の
種
を
拾
っ
て
、
育

て
て
苗
木
を
作
り
、
そ
れ
を
砂
防
ダ

ム
内
に
植
樹
す
る
と
い
う
活
動
が
評

価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
い
た
り
ま

し
た
。

斉
藤
俊
之
校
長
は「
こ
の
活
動
は
、

植
生
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
ふ
る
さ

と
も
再
生
す
る
活
動
に
つ
な
が
る
の

で
、
意
義
あ
る
活
動
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
賞
の
名
に
恥
じ

な
い
よ
う
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
」と
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

16
回
Ｙ
О
Ｓ
Ａ
Ｋ
О
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
祭
り
が
、
6
月
６
日
（
水
）

か
ら
５
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
唯
一
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム

「
と
う
や
湖
踊
る
社
中
」
も
出
場
し
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
繊
細
な
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
初
め
て
大
通
り
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
、
一
次
審
査
で
奨
励
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。

月
29
日
（
火
）
札
幌
交
響
楽
団

演
奏
会
（
主
催
財
団
法
人
北
海

道
教
職
員
厚
生
会
・
教
育
委
員
会
）

が
、
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
会
場
を
う
め
た
約
６
０
０
人
の

聴
衆
は
、
迫
力
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
響
き
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
第
1
部
と
第
2
部
に
分

れ
、
第
1
部
で
は
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の

歌
劇
「
ど
ろ
ぼ
う
か
さ
さ
ぎ
」
序
曲

な
ど
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
流
れ
て
い
た

り
、
多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
３
曲

を
演
奏
。

２
部
で
は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響

曲
第
7
番
を
演
奏
し
、
約
２
時
間
弱

の
演
奏
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

国
内
で
も
有
数
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
あ
る
札
響
の
演
奏
に
触
れ
て
、
皆

さ
ん
満
足
の
様
子
で
し
た
。
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社

第

５

と
う
や
湖
踊
る
社
中

今
年
も
よ
さ
こ
い
参
加

奨
励
賞
受
賞

全国防災協会

から表彰

迫
力
あ
る
響
き
に
魅
了

札
幌
交
響
楽
団
演
奏
会

賞状を手にする
斉藤俊之校長
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月
24
日（
日
）、 

洞
爺
青
年
会
議

　
　
所 

（
Ｊ
Ｃ
・
大
久
保
正
人
理
事

長
）
と
三
十
三
観
音
保
存
会
（
代
表

国
分
武
司
）
が
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
洞
爺
湖
の
周
囲
に
あ
る
三
十
三
観

音
の
清
掃
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
観
音
は
、
明
治
38
年
６
月
15

日
、
壮
瞥
村
４
代
戸
長
、
志
賀
兼
治

ら
の
発
願
に
よ
り
、
西
国
三

十
三
ヶ
寺
の
霊
場
（
近
畿
地

方
を
中
心
に
点
在
し
て
い
る

観
音
さ
ま
） 

に
ち
な
ん
で
、

明
治
39
年
２
月
ま
で
の
１
年

が
か
り
で
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
当
時
の
入
植
者
の
通
行

安
全
や
家
内
守
護
、
豊
作
な

ど
の
様
々
な
祈
願
だ
け
で
は

な
く
、
洞
爺
湖
を
囲
む
洞
爺

湖
町
、
壮
瞥
町
の
２
町
に
ま

た
が
る
観
光
名
所
と
し
て
、

全
国
か
ら
の
巡
礼
者
に
も
風

光
明
媚
で
愛
さ
れ
て
き
ま
し

た
。 

　
当
日
は
、
13
人
が
参
加
し
、
一
番

観
音
か
ら
三
十
三
観
音
ま
で
、
１
日

か
け
て
観
音
像
の
周
り
の
清
掃
や
草

刈
、ペ
ン
キ
塗
な
ど
を
、行
い
ま
し
た
。
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６　
　
の
度
青
森
県
在
住
の
彩
書
家
、

　
　
手
間
本
北
栄
氏
の
作
品
「
天
馬
」

（
10
号
）が
、 

鹿
島
良
三
郎
さ
ん 

（
泉

区
） 

か
ら
洞
爺
湖
町
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。 

　
鹿
島
さ
ん
は
、
手
間
本
氏
と
い
と

こ
の
関
係
で
、
「
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
洞
爺
湖
町
の
合
併
１
周
年
記
念

に
贈
り
た
い
」
と
依
頼
し
、
製
作
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

　
同
氏
は
、
ス
ペ
イ
ン
バ
ル
セ
ロ
ナ

国
際
サ
ロ
ン
栄
誉
賞
・
金
メ
ダ
ル
な

ど
国
際
的
な
賞
を
多
数
受
賞
し
て
い

る
彩
書
家
。 

　
「
天
馬
」
と
は
、
空
を
飛
ぶ
馬
の

こ
と
で
す
が
、
「
洞
爺
湖
町
が
力
強

く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
」
と
の
意
味

合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ

天馬を渡す鹿島さん

スライドで審査をする審査委員

観音の清掃をする皆さん天馬を渡す鹿島さん

スライドで審査をする審査委員

観音の清掃をする皆さん

　
　
爺
湖
町
と
し
て
初
の
開
催
と
な

　
　
る
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
２
０
０
７
の
第
１
次
審
査
会
が
、 

５
月
25
日
に
行
な
わ
れ
、
応
募
総
数

46
カ
国
４
５
０
点
の
作
品
の
中
か
ら

審
査
の
結
果
26
カ
国
60
点
（
国
内
24

点
、
国
外
36
点
）
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。 

　
第
１
次
審
査
会

は
、
東
京
都
内
の

千
代
田
放
送
会
館

を
会
場
に
し
て
、 

作
品
を
写
し
た
ス

ラ
イ
ド
に
よ
り
審

査
。
札
幌
芸
術
の

森
美
術
館
館
長
の

奥
岡
茂
雄
氏
を
審

査
員
長
と
す
る
５

氏
が
審
査
員
を
務

め
、
慎
重
な
審
査

の
結
果
60
点
を
選

出
し
ま
し
た
。 

　
第
１
次
審
査
会

を
通
過
し
た
作
品

の
実
物
に
よ
り
行
う
第
２
次
審
査
会

は
、
７
月
25
日
に
洞
爺
総
合
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催
し
、 

大
賞
作
品
な
ど

が
決
定
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
投
票

に
よ
り
決
定
す
る
「
洞
爺
湖
賞
」 

の

投
票
は
、
７
月
31
日
～
８
月
５
日
ま

で
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

　
入
賞
作
品
展
覧
会
は
、
９
月
22
日

～
10
月
21
日
ま
で
洞
爺
総
合
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催
。
多
く
の
み
な
さ
ん
に

喜
ん
で
鑑
賞
し
て
頂
け
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。 ※

第
２
次
審
査
会

や
洞
爺
湖
賞
町
民

投
票
、
展
覧
会
、 

各
種
サ
ブ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て

は
、
町
民
向
け
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
広
報

紙
《
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
通
信
》
に
て
み

な
さ
ん
に
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
の
方
も
見
て

く
だ
さ
い
。 

鹿
島
さ
ん
彩
書
作
品「
天
馬
」
寄
贈

洞爺湖周囲の
三十三観音清掃

JCと保存会で実施

洞爺湖周囲の
三十三観音清掃

JCと保存会で実施

洞



めざして活動してみま

せんか？初心者でも丁

寧指導しますので、大

歓迎です。年齢は問い

ません。 

■練習日　毎週　月・木曜日　

　　　　　午後６時30分～９

　　　　　時

■会　費　月５００円

■連絡先　武田　駿

　　　　　　　（　76－4408） 

　　　　　午前10時～午後3時

場　　所　伊達市みらい館 （　

　　　　　22－2888） 

内　　容　『30倍の世界であそ

　　　　　ぼう』 

　　　　　　ライトスコープとい

　　　　　う道具を使って30倍

　　　　　の世界にたっぷりと

　　　　　浸ります。 なんとラ

　　　　　イトスコープ （定価

　　　　　2,500円）が実験セッ

　　　　　トに入っています

参 加 費　１グループ （４名ま

　　　　　で。 子どものみの参

　　　　　加は不可）5,000円。 

　　　　　おみやげ実験セット

　　　　　１組2,000円の料金

　　　　　含む。 

　　　　　7月13日（金）〆切り

問合せ先　・宗像利忠宅 （伊達） 

　　　　　050－3580－8024

　　　　　（午前のみ） 

　　　　　・吉田宅ＦＡⅩ

　　　　　0143－43－3221

Ｅメール tappurise@mac.com
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新刊案内 あぶた読書の家
７月の休館日 祝日12日・19日・26日 18日

＜一　般＞▽次郎と正子（牧山桂子）▽夜回り先生の願

い（水谷修）▽だから僕は学校へいく（乙武洋匡）▽お母

さんのための男の子の育て方（金森浦子／山崎雅康） 

▽小学 5 年生（重松清）▽月島慕情（浅田次郎）▽エレガ

ントな像＜続々葭の髄から＞（阿川弘之） 

＜児童書＞▽おかあさん、 おげんきですか？（後藤竜

二）▽だいじょうぶ、 だいじょうぶ（いとうひろし）▽

天と地の守り（全 3 巻）＜第 1 部・第 2 部・第 3 部＞ 

（上橋菜穂子／仁木真希子）▽あそび絵本シリーズ②た

のしいゆびあそび（おばらあきお） 

＜一　般＞▽みずうみ（いしいしんじ）▽千年樹（萩原

浩）▽華族家の女性たち（小田部雄次）▽太宰と井伏

（加藤典洋）▽オホーツクの1２ケ月（竹田津実）▽秘花 

（瀬戸内寂聴）▽女性の品格（坂東眞理子）▽庶民の旅 

（宮本常一）▽暮らしを支える植物の事典（光岡祐彦） 

＜児童書＞▽校庭の昆虫（全国農村協会）▽校庭の雑草 

（全国農村協会）▽校庭の野鳥（全国農村協会）▽ミニ雑

草図鑑（全国農村協会）▽カエルのたんじょう（種村ひ

ろし）▽カメのくらし（増田もとき）▽ふたり　おなじ

星のうえで（谷川俊太郎） 

虻田吹奏楽団
団　員　募　集

胆振たっぷり科学の会
たのしい仮説実験講座

　役場庁舎町民ロビーを利用し、 

毎月１回、 絵画、 写真、 彫刻な

どの作品展を行っています。 

　今回は、 青葉町に在住してい

る長崎保英さんの写真展を行

います。 是非ご覧ください。 

　期間は、 ８月６日（月）～８月

17日（金）までの土・日曜・祝

日を除く、 午前９時から午後６ 

時までです。 ６日は午後１時か

ら展示、 最終日は午後４時終了

です。 

　団員を募集しています。 町の

文化向上や個人の人間的成長を

　予想をたて、 その理由を出し

合って、 どれが正しいのか実験

すると 「あら不思議！！」 今ま

で見えなかった世界が見えてき

ます。 そんな脳ミソが喜ぶ体験

を子どもから大人まで存分に味

わってください。 

日　　時　7月21日（土）～22日

　　　　　（日）受付：午前９時

　　　　　30分

■あぶた読書の家 ■みずうみ読書の家76-2100 75-4702



今
年
度
２
回
目
の
無
料
法
律
相
談

を
実
施
し
ま
す
。
財
産
、
家
族
、
生

活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
お
悩
み
の
問

題
に
つ
い
て
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。相

談
に
際
し
て
は
、
具
体
的
な
資

料
な
ど
が
あ
れ
ば
、
持
参
さ
れ
ま
す

と
よ
り
効
果
的
で
す
。

相
談
さ
れ
る
方
は
、
８
月
１
日
ま

で
に
申
込
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
８
月
３
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
場
　
所
　
と
う
や
湖
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

■
相
談
対
応
　
馬
見
州
一
先
生

■
申
込
先
　
住
民
課
住
民
係

（
1
74
ー
３
０
０
２
）

富
丘
地
区
に
所
在
す
る
、
富
丘
共

同
墓
地
の
廃
止
に
向
け
て
手
続
き
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

廃
止
に
あ
た
り
移
設
の
必
要
な
墳

墓
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
墓
地
使
用
者

な
ど
、
死
亡
者
の
縁
故
者
で
墳
墓
に

関
す
る
権
利
を
有
す
る
方
は
申
し
出

願
い
ま
す
。

申
し
出
の
期
間
は
、
平
成
19
年
7

月
18
日
か
ら
1
年
間
で
す
。

申
し
出
の
な
い
場
合
は
、
無
縁
仏

と
し
て
改
葬
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
問
合
せ
は
、
住
民
課

（
1
74
ー
３
０
０
２
）
ま
で
。

6
月
の
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
中
型
自
動
車
が
新
設
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
洞
爺
湖
町
管
内
の

通
行
禁
止
規
制
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
し
た
。

通
行
禁
止
と
な
っ
た
車
両
は
次
の

と
お
り
。

〈
道
道
洞
爺
虻
田
線
〉

大
型
貨
物
自
動
車
、
中
型
貨
物
自

動
車
（
車
両
５
ト
ン
以
上
11
ト
ン
未

満
、
最
大
積
載
量
３
ト
ン
以
上
６
・

5
ト
ン
未
満
）

〈
町
道
ノ
ッ
ト
コ
線
〉

大
型
乗
用
自
動
車
、
大
型
貨
物
自

動
車
、
中
型
貨
物
自
動
車
、
中
型
乗

用
自
動
車
（
車
両
総
重
量
5
ト
ン
以

上
11
ト
ン
未
満
、
乗
車
人
員
11
人
以

上
29
人
以
下
）

詳
し
く
は
、
伊
達
警
察
署
交
通
課

ま
で
（
1
22
ー
０
１
１
０
）

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
で
8

年
ご
と
の
更
新
が
、
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
洞
爺
湖
町
内
の
約
８

５
０
個
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
7
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
更
新
工
事
を
行

い
ま
す
。
工
事
費
は
町
が
負
担
し
ま

す
。工

事
は
、
町
が
委
託
し
た
業
者
が

事
前
に
対
象
と
な
る
家
庭
を
訪
問

し
、
日
程
協
議
の
上
行
い
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。上

下
水
道
課
水
道
課
（
1
74
ー

３
０
０
８
）

道
の
仕
事
に
関
し
て
は
、
皆
さ
ん

自
身
の
利
害
に
か
か
わ
る
苦
情
は
、

「
苦
情
審
査
委
員
」
に
申
し
立
て
て

く
だ
さ
い
。

苦
情
の
解
決
に
向
け
て
、
簡
易
な

手
続
き
で
、
苦
情
審
査
委
員
が
中
立

的
立
場
か
ら
、
道
の
業
務
や
制
度
の

内
容
を
調
査
す
る
な
ど
、
迅
速
に
処

理
し
ま
す
。
な
お
、
個
人
情
報
の
保

護
に
は
十
分
配
慮
し
ま
す
。

・
苦
情
の
窓
口
は
、
道
庁
の
「
道
政

相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
、
各
支
庁

の
「
道
政
相
談
室
」
で
す
。

・
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
苦
情
審

査
委
員
制
度
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
相
談
窓
口→

道
政
一
般
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp
://w

w
w
.p
ref.h

o
k
k
aid
o
.l

g
.jp/

）

・
苦
情
の
申
立
て
方
法
は
、
所
定
の

「
苦
情
申
立
書
」
に
よ
り
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
申
立
て

が
で
き
ま
す
。

連
絡
先
　
北
海
道
知
事
政
策
部
知
事

室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
（
1
０
１

１
ー
２
０
４
ー
５
０
２
２
・
Ｆ
Ａ
X

０
１
１
ー
２
４
１
ー
８
１
８
１
）

Ｅ
メ
ー
ル

k
u
jy
o
u
.k
o
u
ek
i@
p
ref.h

o
k
k
ai-

d
o.lg
.jp

各
支
庁
地
域
振
興
部
総
務
課
道
政
相

談
室
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無
料
法
律
相
談

富
丘
共
同
墓
地
の
廃
止
に

つ
い
て

故阿部サイさん
■５月26日死去
■82歳■遺族は鉄
太郎さん■青２区

故星要策さん
■５月26日死去
■73歳■遺族はチ
ヨさん■虻５区

故横山浩さん
■５月16日死去
■73歳■遺族は由
美子さん■虻８区

故小倉幸雄さん
■５月12日死去
■79歳■遺族は文
子さん■かっこう台区

故阿部祐二さん
■５月１日死去
■65歳■遺族は憲
子さん■虻６区

心
か
ら

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

通
行
禁
止
規
則
の

一
部
改
正

水
道
メ
ー
タ
ー
の

交
換
工
事
を
行
い
ま
す

「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員

制
度
」
の
ご
利
用
を
！



▽
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞
金

は
、
1
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
3
億

円
。
2
等
も
1
億
円
。

1
等
2
億
円
×
42
本
・
前
後
賞
各

５
、
０
０
０
万
円
／
2
等
1
億
円
×

１
２
６
本

▽
発
売
期
間
は
7
月
19
日
（
木
）
〜

8
月
7
日
（
火
）
ま
で
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に

使
わ
れ
ま
す
。

（
財
）
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〈
寄
付
・
物
品
〉

▼
石
垣
隆
雄
さ
ん
（
緑
沢
）

訂
正
と
お
詫
び

広
報
6
月
号
の
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン

の
記
事
で
参
加
人
数
が
、
４
、
４
６

０
人
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
４
、
６

６
０
人
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
し
ま
す
。
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サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売

６月８日の午後12時30分頃、町が委託している

清掃会社の従業員の対応が悪いとの抗議がありま

した。町は抗議の内容を委託会社に連絡し事実関

係の確認をしたところ、同日やそれ以前において

も抗議内容のような対応をしたことはないという

報告を受けました。匿名による抗議であったため

広報誌により回答する形になりますが、今後とも

更なる管理を徹底し、町民の皆様に快適に使用し

て頂けるよう努めますので、何かご気付きの点が

ありましたらご連絡願います。

問合せ先　総務課（174－3000）

町民の声

洞爺夏まつり

1 1

■と　き ７月28日（土）

■場　所 洞爺水の駅ふれあい

広場
■内　容 ・稚児行列

・聖徳太子祭

・お祭り広場

・山車、よさこい、太鼓台

・花火大会など

■と　き ７月14日（土）―15日（日）

■場　所 遊覧船乗り場前

特設会場
■内　容 ★ゆかた美人

コンテスト

★ICE・ガ・

マン大会

★お笑いライブ

★アイドルライブなど

洞爺湖温泉夏祭り

7月21日―8月20日
洞爺湖汽船本社前
桟橋特設会場で期
間中連日盆踊り

■と　き 8月6日（月）―26日（日） 午前９時～午後５時
■場　所 洞爺総合センターロビー
■内　容 中国･韓国･日本50点出品。三富一風禅画特設コーナーなど
＜イベント＞
■と　き ８月19日（日）午後１時～４時30分
■場　所 洞爺総合センター
■内　容 ①書画とピアノの実技コラボレーション

②無料講習会（教材配布）
③講話

主催　NＰО国際芸術文化協会（高尾宅176-2663）

第

２
回

■日　時 7月27日（金）
■場　所 ＪＲ洞爺駅前駐車場特設会場
■前売券 1,000円

（商工会､役場産業課､各料飲店）
主　催　虻田料飲店組合

書と画の国際展〈中･韓･日アートネットワーク〉
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人口と世帯の動き人口と世帯の動き （平成19年5月31日現在）

月対比

男 …… 5,129人  （△ 11）

女 …… 5,799人  （△ 13）

計 ……10,928人  （△ 24）

世帯…… 5,292世帯（△    2）

7月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

〈「さわやか」トレーニングルーム一般開放〉〈洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放〉

火・木・土曜日 月～金曜日

日曜日

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

午後１時～午後８時30分 午前８時45分～午後５時30分

午前10時～午後５時30分

■連絡先 洞爺湖町健康福祉センター

行　　　事　　　予　　　定 健　康　診　断　・　予　防　接　種

7月26日（木）

洞爺地区
健康相談

乳児健診
健康福祉セ
ンター

受付
午後１時～
１時30分

保育所開放

親子ふれあ
い遊び

本町保育所

午前10時～
正午

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

近くになりま
したら回覧で
お知らせします

健康づくり
ウォーキング会
（ノルディックウォーク）

洞爺総合支
所

健康福祉セ
ンター

7月 6日（金）

7月11日（水）

7月20日（金）

13日（金）
27日（金）

7月10日（火）

13日（金）
17日（火）
20日（金）
24日（火）

27日（金）
31日（火）

名　　称日　　時 時　　間 会　　場 名　　称日　　時 時　　間 会　　場

　8月の予定�

◆洞爺地区健康相談／8月3日(金)・8月7日(火)・8月10日(金)

　・8月17日(金)・8月21日(火)・8月24日(金)・8月28日(火)

　・8月31日(金)（洞爺総合支所）

◆保育所開放／8月3日（金）・8月24日 (金)・8月31日 (金)

　（本町保育所）

◆親子ふれあい遊び／8月17日(金) （さわやか）

◆健康づくりウォーキング会／8月24日(金)

◆1歳6カ月3歳児健診／8月2日（木）（さわやか）

◆乳児健診／8月30日（木）（さわやか）

　76－4006（健康指導係）

今月のワンショット

虻田高校VS駒大苫小牧高校練習試合虻田高校VS駒大苫小牧高校練習試合

東奔西走
▽来年のサミットにむけて、 サミット推進

町民会議が結成され、 町全体で取組む体制

が整えられました。 ▽洞爺湖町を国内外に

アピールするためには、 何を発信したらよ

いのでしょうか。 簡単なようで難しい問題

です。▽サミットの開催が決まり、 町の人

の幾人かにインタビューした時、 「国内外

に情報発信するという事は、 洞爺湖町の魅

力を探求していくことにつながる」 と述べ

た方がいました。 ▽サミットが洞爺湖町と

いう名前をピーアールすることにとどまら

ず、 町民の皆さんが自分の町のよさを再発

見する機会になれば、 なお一層サミット開

催の意義が深まるのではないでしょうか。 

　　　　　　　　　　　　　　 （Ｈ・О） 




